
● 

糖
尿
病
や
腎
臓
病
な
ど
の
持
病

の
あ
る
方
へ

　

 　

現
在
か
か
っ
て
い
る
病
気
を
放
置
せ
ず
、

　

 

き
ち
ん
と
治
療
し
ま
し
ょ
う
。
基
礎
疾
患

が
あ
る
と
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

妊
娠
し
て
い
る
方
や
乳
幼
児
は
特
に
感

染
予
防
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
に
メ
キ
シ
コ
で
、
豚
か
ら
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、
短
い
期
間
で
世
界

中
に
感
染
者
が
広
が
り
、
県
内
で
も
若
者
を

中
心
に
感
染
者
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
そ
れ
ほ
ど
強
毒

性
で
な
か
っ
た
た
め
、
症
状
や
致
死
率
な
ど

を
考
慮
し
て
国
の
対
応
策
は
緩
和
さ
れ
ま
し

た
。
県
に
お
い
て
は
、
８
月
に
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
専
用
に
設
置
し
て
い
た
発
熱
外
来

を
休
止
し
、
一
般
の
医
療
機
関
で
対
応
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
新
た
な
大
流
行
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
残
暑
が
残
る
こ
の
時
期
に
充
分
な
備
え

を
し
て
お
く
こ
と
が
、
重
症
化
や
感
染
拡
大

を
防
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う

　

 　

免
疫
力
が
強
い
と
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
次
の
こ
と
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

①
無
理
の
な
い
適
度
な
運
動

　
②
質
の
良
い
睡
眠
を
と
る

　
③
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

　
④
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
掛
け
る

　
⑤
笑
い
の
あ
る
生
活
を

●
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

　

 　

早
い
時
期
に
体
調
の
変
化
に
気
付
き
、

抗
ウ
ィ
ル
ス
薬
を
発
症
早
期
に
服
用
す
る

こ
と
で
、
熱
の
高
い
期
間
が
短
く
症
状
が

軽
く
で
済
み
ま
す
。

あなたの健康づくりにお役立てください。
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KOUKOKU NO HIROBA広　告　の　広　場

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

新
た
な
流
行
に
備
え
ま
し
ょ
う

必要に応じて
紹介

発熱患者の受診の流れ【基礎疾患等（＊）を有する場合（妊娠以外）】
急な発熱とせきやのどの痛みなどの症状がある

（＊）基礎疾患等
　ここでいう基礎疾患等とは、
新型インフルエンザにかかるこ
とで重症化する危険性が高いと
考えられている者をいい、以下
の者が該当すると考えられます。
　妊婦・幼児、高齢者、慢性呼
吸器疾患・慢性心疾患・代謝性
疾患（糖尿病など）・肝機能障害・
免疫機能不全（ステロイド全身
投与など）などを有する者。

基礎疾患等のある患者は、まず、かかりつけの医師に電話で問い合わせ、
受診時間などの指示に従ってください。その医療機関での診療が困難な場
合は、発熱外来機能を有する医療機関の紹介を受けてください。

原則として一般の医療機関が対応する。

軽快退院
症状増悪

不要

診療

電話

必要

かかりつけの医師

一般医療機関

入院の必要性の判断

速やかに抗インフルエン
ザウイルス薬を投与する。
また重症化するおそれが
ある者には PCR 実施

症状の程度や基礎疾患の
状態から入院治療の必要
性を判断

入　院自　宅

発熱患者の受診の流れ【基礎疾患等を有しない場合】
急な発熱とせきやのどの痛みなどの症状がある

まず電話で問い合わせて、受診時間などの指示に従ってください。その医療機関で
の診療が困難な場合は、発熱外来機能を有する医療機関の紹介を受けてください。

原則として一般の医療機関が対応します。
かかりつけの医師がいない、
病状に不安があるなどの場合
に活用してください。

軽快退院
症状増悪

原則

電話

いいえ

いいえ

はい

はい

必要に
応じて紹介

診療
紹介

例外

かかりつけの医師

一般医療機関
発熱相談センター

入　院自　宅

入院の必要性の判断

かかりつけの医師がいる

受診する医療機関が分かる

■川薩保健所
0996（23）3165

■ ８月からは原則一般の医療機関で受診できますが、基礎疾患の有無により受診方法が異なります（上
図参照）。医療機関を受診するときは、予約をし、マスクをして感染予防に努め、受診しましょう。




